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３
月
10
日
、
対
馬
市
交
流
セ
ン

タ
ー
で
、市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
ツ

シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
を
語
る
夕
べ
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
専
門
家
を
交
え
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ

コ
に
つ
い
て
気
軽
に
話
し
合
う
こ

と
で
、
保
護
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
環
境
省
、
長

崎
県
、
対
馬
市
の
主
催
で
行
わ
れ

約
２
０
０
名
の
市
民
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
は
、
「
ヤ
マ
ネ
コ
を
守

る
」「
ヤ
マ
ネ
コ
と
暮
ら
す
」「
ヤ

マ
ネ
コ
を
増
や
す
」
「
ヤ
マ
ネ
コ

と
未
来
を
過
ご
す
」
の
４
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　「
ヤ
マ
ネ
コ
と
未
来
を
過
ご
す
」

の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
大
船
越
小
学

校
４
年
生
と
　
知
中
学
校
１
年
生

が
環
境
学
習
で
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ

の
生
態
や
減
少
の
要
因
な
ど
に
つ

い
て
学
ん
だ
内
容
を
寸
劇
や
映
写

機
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
発
表

し
、
車
の
運
転
に
気
を
つ
け
る
こ

と
な
ど
を
大
人
へ
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

　
そ
の
後
全
体
会
で
、
各
グ
ル
ー

プ
が
話
し
合
い
の
結
果
を
持
ち
寄

り
発
表
し
ま
し
た
。
全
体
会
の
司

会
を
務
め
た
（
財
）
日
本
動
物
愛

護
協
会
の
中
川
志
郎
理
事
長
は

「
市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
、

行
政
が
協
力
し
て
２
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
舟
志
の
森
づ
く
り
」
活

動
は
、
連
携
の
大
き
な
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
も
の
で
、
こ
の
活
動
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
ヤ
マ
ネ
コ
と
人

間
と
の
共
生
に
つ
な
が
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
会
議
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　県内の宿泊施設を対象に、おもてなしのレベルを向上

させ魅力ある宿泊施設を創出しようと長崎県が実施した

平成18年度「長崎おもてなしの宿創出事業」で、1年間に

わたって専門家の研修を受け合格した市内の8施設（上

対馬荘、対馬グランドホテル、万松閣、ホテル金石館、

ホテル空港イン、ホテル対馬、丸屋ホテル、柳屋ホテル）

に対し、修了証と推奨楯が手渡されました。

　合格した施設は、（社）長崎県観光連盟の「長崎おも

てなし推奨の宿」として、ホームページやパンフレット

等により積極的にＰＲされます。

　同事業では、16年度に佐世保・平戸松浦・壱岐地域

で23施設、17年度には島原・小浜・雲仙・五島地域で

40施設が推奨されています。18年度は対馬地域のほか、

長崎・諫早・大村地域で実施されました。

　3月6日、美津島町　知の対馬家畜市場で今年初

めてとなる家畜市が開催されました。家畜市には、

島内の生産者が育てた肉用牛78頭（子牛73頭、成

牛5頭）が競りに出され、島外の業者、島内の生

産者らによって次々に競り落とされました。価格

は高値で推移し、売買総額は28,823,550円でし

た。なお、1頭の最高額は、褐毛和種の子牛（去

勢）の516,600円でした。　
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　3月14日、美津島町大山地区に伝わる伝統行事「弓

射り神事」が行われました。

　この神事は毎年旧暦の1月25日に、地区の小学校就

学前の男の子（長男）が弓を射って、子どもたちの健

やかな成長と地区の安全・発展を願うものです。

　今年、弓射りの役目を務めたのは島雄太陽くん（4

つ）と小田優海くん（６つ）の2人。優海くんは次男

ですが、地区の子どもの減少により出場となりました。

　近所の人達が見守る中、晴着に身を包んだ2人は、

父親の助けを借りて弓を引き、和紙で作られた直径約

1.5メートルの的にめがけて9本の矢を放ちました。

　矢が的に当たるたびに周囲から歓声が上がりました。

　
厳
原
町
豆
酘
地
区
に
伝
わ
る
赤

米
神
事
の
ひ
と
つ
、
「
頭
受
け
」

が
、
２
月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

赤
米
神
事
は
、
頭
仲
間
と
呼
ば
れ

る
集
団
に
よ
っ
て
１
年
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
る
赤
米
を
祀
り
栽
培

す
る
神
事
で
す
。

　「
頭
受
け
」
は
、こ
の
行
事
の
中

で
も
中
心
と
な
る
も
の
で
、
旧
暦

１
月
10
日
の
夜
か
ら
翌
朝
に
か
け

て
行
わ
れ
る
受
頭
役
交
代
の
行
事

で
す
。
頭
役
家
の
奥
座
敷
の
天
井

に
吊
さ
れ
た
赤
米
の
入
っ
た
ご
神

体
の
俵
が
下
ろ
さ
れ
、
担
ぎ
手
に

背
負
わ
れ
て
次
の
受
頭
役
家
に
運

ば
れ
ま
す
。

　
以
前
は
、
数
多
く
い
た
頭
仲
間

も
、
過
疎
化
や
行
事
へ
の
負
担
な

ど
を
理
由
に
減
少
し
、
今
年
は
主

藤
公
敏
さ
ん
（
56
歳
）
の
１
戸
だ

け
と
な
っ
た
た
め
、
今
年
の
神
事

で
は
、
主
藤
家
を
出
た
ご
神
体
は

近
所
を
練
り
歩
い
た
あ
と
、
再
び

主
藤
家
へ
戻
り
、
同
座
敷
の
天
井

に
吊
さ
れ
ま
し
た
。

　
存
続
の
危
機
に
あ
る
赤
米
神
事

で
す
が
、
唯
一
の
「
頭
仲
間
」
と

な
っ
た
主
藤
公
敏
さ
ん
は
、
「
毎

年
は
出
来
な
い
に
し
て
も
、
伝
統

を
守
る
た
め
２
年
か
３
年
に
１
回

で
も
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　3月1日、厳原町宮谷の小島ハルヱさんが99歳を

迎え、市長から敬老祝い金を添えて褒状が贈られ

ました。

　今も自宅にお住まいの小島さんは、元気の秘訣

を尋ねられると「何でも好き嫌いなく食べる事」

と笑顔で答えていました。特にウナギやすき焼き

が大好きだそうです。それと畑仕事など外で汗を

かく事だそうです。
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国
際
交
流
を
通
し
て
相
互
理
解

と
友
好
親
善
の
促
進
に
貢
献
し
て

い
る
学
校
・
団
体
を
表
彰
す
る
西

日
本
国
際
財
団
の
第
２
回
ア
ジ
ア

k
i
d
s
大
賞
に
、
美
津
島
町
の

　
知
中
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　
知
中
学
校
は
、
平
成
５
年
に

韓
国
釜
山
市
の
影
島
区
に
あ
る
新

仙
中
学
校
と
姉
妹
校
関
係
を
締
結

以
来
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
14
年

間
に
わ
た
っ
て
相
互
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
の
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
会
の
専
門
部
組
織
と

し
て
国
際
理
解
部
を
設
置
し
、
諸

外
国
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
な

活
動
を
日
常
的
に
行
っ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ
れ
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、
3
月
8
日
福
岡
市

で
行
わ
れ
生
徒
代
表
の
２
名
（
俵

勝
之
く
ん
と
武
宮
七
穂
さ
ん
）
が

活
動
体
験
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
国
際
理
解
部
の
前
年
度
部
長
の

　
川
真
依
さ
ん（
３
年
）は
、「
最
初

は
壁
が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
韓
国

に
対
し
て
親
し
み
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
交
流
を
通
し

て
の
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
で
の
閉
校
が
決
ま

っ
た
厳
原
町
の
久
田
小
学
校
内
山

分
校
で
3
月
18
日
、
最
後
の
卒
業

式
と
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
内
山
分
校
は
、
明
治
20
年
「
簡

易
内
山
小
学
校
」
と
し
て
創
立
さ

れ
て
以
来
、
1
1
9
年
の
歴
史
を

歩
ん
で
来
ま
し
た
。
昭
和
27
年
に

は
現
在
の
校
舎
の
落
成
と
同
時
に

中
学
校
も
併
設
さ
れ
、
最
盛
期
に

は
児
童
・
生
徒
70
数
名
が
在
籍
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
5
年
に
中

学
校
が
閉
校
。
今
年
度
は
４
名
の

小
学
生
（
６
年
１
人
、
4
年
１
人
、

１
年
２
人
）
を
数
え
る
ま
で
と
な

り
ま
し
た
。
同
校
で
は
、
正
式
な

卒
業
者
名
簿
が
残
っ
て
い
る
昭
和

22
年
度
以
降
だ
け
で
も
、
２
９
６

名
の
卒
業
生
が
旅
立
っ
て
い
ま
す
。

　
閉
校
式
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
卒

業
式
で
は
、
最
後
の
卒
業
生
と
な

っ
た
内
山
美
優
さ
ん
に
、
中
村
幹

男
校
長
か
ら
卒
業
証
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
将
来
は
ケ
ー
キ
屋
さ

ん
に
な
り
た
い
と
い
う
美
優
さ
ん

は
「
矢
立
山
と
大
鳥
毛
山
の
頂
上

に
登
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
久
田
中
学
校
で
は
勉
強

や
部
活
を
頑
張
り
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
開
か
れ
た
閉
校
式
に
は
、

地
域
住
民
ら
約
１
０
０
名
が
出
席

し
ま
し
た
。
松
村
市
長
に
よ
る
式

辞
に
続
き
、
内
山
地
区
の
阿
比
留

睦
男
区
長
が
「
長
い
歴
史
に
幕
を

下
ろ
す
こ
と
に
な
り
、
や
は
り
寂

し
い
思
い
が
し
ま
す
。
数
年
が
経

っ
た
時
、
学
校
を
統
合
し
て
良
か

っ
た
と
思
え
る
日
が
一
日
も
早
く

来
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。」と
挨
拶
。

そ
し
て
最
後
の
児
童
４
名
が
「
内

山
分
校
で
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

作
り
ま
し
た
。
学
校
で
学
ん
だ
こ

と
を
大
切
に
し
て
、
久
田
小
学
校
、

中
学
校
に
行
っ
て
も
頑
張
り
ま

す
。
」
と
宣
言
し
、最
後
に
出
席
者

全
員
で
校
歌
を
唄
い
、
長
い
歴
史

を
刻
ん
だ
思
い
出
深
い
分
校
と
の

最
後
の
別
れ
を
行
い
ま
し
た
。
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３
月
12
日
、
対
馬
南
交
通
少
年

団
豊
玉
分
団
の
入
・
退
団
式
が
豊

玉
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
同
分
団
は
、
豊
玉
小
学
校
に
通

学
す
る
５
、
６
年
生
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
交
通
少
年
団
と
し
て

活
動
し
て
い
る
の
は
県
内
で
も
わ

ず
か
４
地
区
だ
け
で
、
入
団
者
に

は
団
員
証
と
制
服
が
貸
与
さ
れ
ま

す
。

　
式
で
は
、
入
退
団
者
全
員
に
対

馬
南
地
区
交
通
安
全
協
会
の
和
田

局
長
と
母
の
会
の
平
山
会
長
よ
り
、

記
念
品
と
手
作
り
の
交
通
安
全
飾

り
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
分
団
長
に
任
命
さ
れ
た
中
谷

空
く
ん
は
「
交
通
の
決
ま
り
を
守

り
、
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
努
め

ま
す
」
と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　
３
月
３
日
、
上
対
馬
町
舟
志
地

区
で
「
集
落
座
談
会
」
が
開
催
さ

れ
、
区
民
約
30
人
が
参
加
。
「
里

地
里
山
」
「
食
と
農
」
「
舟
志
の

魅
力
」
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
地
区
は
、
島
内
で
も
有
数
な

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
生
息
地
で
あ

り
、
会
で
は
自
然
と
の
共
生
、
舟

志
区
独
自
の
食
文
化
、
こ
れ
ま
で

の
歴
史
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。２
月
に
は「
舟

志
の
森
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
を

発
足
さ
せ
る
な
ど
、
地
区
住
民
の

郷
土
に
対
す
る
力
強
い
意
識
の
高

さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
２
月

24
日
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
番
組

「
真
打
ち
競
演
」
の
収
録
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
出
演
し
た
の
は
、
コ
ン
ト
の
チ

ャ
ー
リ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
、
漫
談
の

ケ
ー
シ
ー
高
峰
、
ぴ
ろ
き
、
漫
才

の
昭
和
の
い
る
・
こ
い
る
、
落
語

の
橘
屋
圓
太
郎
、
柳
家
さ
ん
喬
の

６
組
で
、
出
演
者
の
軽
快
な
話
術

に
、
会
場
は
終
始
笑
い
声
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
下
旬
、
市
内
の
養
鶏
場
全

域
で
消
毒
薬
の
散
布
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
国
内
に
お
け
る
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
を
踏

ま
え
、
長
崎
県
の
命
令
に
よ
り
予

防
措
置
が
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、

養
鶏
場
周
辺
に
消
石
灰
を
散
布
し

ま
し
た
。

　
３
月
18
日
、
卒
業
を
控
え
た
鶏

鳴
小
学
校
６
年
生
児
童
が
保
護
者

と
協
力
し
て
、
校
門
の
入
口
に
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
ま
し
た
。

　
母
校
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
ま
た
同
級
生
が
集
ま
る

機
会
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
カ
プ

セ
ル
に
は
二
十
歳
に
な
っ
た
自
分

へ
の
手
紙
、
親
か
ら
の
手
紙
、
時

間
割
表
に
ク
ラ
ス
便
り
な
ど
の
思

い
出
の
品
々
が
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
開
封
さ
れ
る
の
は
、
成
人
式
の

前
日
、
午
後
１
時
の
予
定
で
す
。

　
２
月
25
日
、
上
対
馬
町
比
田
勝

港
で
海
上
自
衛
隊
の
ミ
サ
イ
ル
艇

「
し
ら
た
か
」
が
一
般
公
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
上
対
馬
で
の
ミ
サ
イ
ル
艇
一
般

公
開
は
、
日
本
海
海
戦
百
周
年
記

念
事
業
以
来
、
１
年
９
ヶ
月
ぶ
り

で
す
。

　「
し
ら
た
か
」は
長
崎
県
佐
世
保

地
方
隊
所
属
で
総
ト
ン
数
２
百
ト

ン
、
平
成
16
年
に
就
役
し
日
本
全

国
で
９
隻
あ
る
ミ
サ
イ
ル
艇
の
内

の
１
隻
で
す
。「
海
上
の
も
し
も
」

に
備
え
た
沿
岸
防
備
、
哨
戒
を
任

務
と
し
て
い
ま
す
。

　
重
厚
な
船
体
の
迫
力
に
訪
れ
た

観
客
は
驚
嘆
し
た
様
子
で
し
た
。
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